






















授業科目名 子ども家庭支援論 講師名 吉川 美和子

実施年次 

／時期
１年次 前期 時間数 30 時間 

概要 家庭とは何か、その形態・意義・機能を考察する。 

それらを取り巻く社会状況が大きく変化し、家族も変革を求められている現状を認識する。 

それに伴う家族への様々な支援のニーズとその対応が急務となっていることを把握する。  

目標 

1．子育て家庭に対する支援の意義・目的について理解できる

2．保育の専門性を活かした子ども家庭支援の意義と基本について理解できる

3．子育て家庭のニーズに応じた多様な支援展開と子ども家庭支援の現状と課題について

 理解できる 

内容 

１． オリエンテーション 

子ども家庭支援の意義と必要性 

２． 少子化社会の現状 

３． 子ども家庭支援の目的と機能 

４． 地域の子育て家庭への支援 

５． 保育の専門性を活かした子ども家庭支援 

６． 子供の育ちの喜びの共有 

７． 家庭の状況に応じた支援 

８． 保育士に求められる基本的態度 

９． 支援の計画と環境の構成 

10.地域の資源の活用と自治体・関係機関などとの連携・協力

11. 保育士による子育て支援

12. 保育環境を活用した子育て支援

13. 送迎時の子育て支援

14. 様々な伝達手段を活用した子育て支援

15. まとめ

教科書 「子どもの家庭支援・子育て支援入門」 才村純 芝野松次郎 新川泰弘  編著 

ミネルヴァ書房

授業の形態  講義演習 

／方法 教科書・配布プロントを中心に講師による解説・概説を行う 

評価方法 筆記試験 50％、授業の参加度 50％で総合的に評価します。

その他の事項 保育士として 5年以上の実務経験のある教員が講義を行う。
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実施年次

／時期

概要

社会的養護I

1 年次 後期
口

原 悦子

時間数 30時間

本科目では、 社会的蓑護の理念や概要、 法体系や制度などを理解する。 児童虐待や子どもの問題の深

刻化・顕在化に伴い、 児蛍福祉施設や里親など社会的差護のもとで生活する了·どもは増えている。 保育

士としてこれらの現状を学び、 社会的装護の基本的な内容について理解する。

目標

1. 社会的接護の意義と変遷について理解することができる

2. 社会的養護の姿育・保護・治療について理解することができる

3. 社会的接護の制度と法体系について理解することができる

4. 社会的装護の施設葵護と家庭接護について理解することができる

5. 社会的蓑護の現状と課題について理解することができる

内容

1. 社会的装護の理念と概要

2. 社会的接護の服史的変遷

3. 子どもの人権抑護と社会的接護

4. 社会的巷設の某木原則

5. 社会的羨護における保育士等の倫理と黄務

6. 社会的接護の制度と法体系

7. 社会的蓑護のしくみと実施体系

8. 社会的蓑護とファミリ ー ソ ー シャルワ ー ク

9. 社会的養護の対象と支援のあり方

10. 家庭接護と施設蓑護

11. 社会的養護にかかわる専門職

12. 社会的簑設に関する社会的状況

13. 施股等の運営管蝿の現状と課題

14. 社会的蓑護の現状と課題

15. まとめ

教科書

『新基本保育シリ ーズ6社会的蓑護I』（中央法規）

授業の形態 謂毅

／方法 ／教科菩を中心とし、 必要に応じて資料などを使用する。

評価方法

策記試験 50% 、 授業時に行うレポート・課題への対応•発表業況など 50%

その他の事項 社会福祉士として5年以上の実務経験のある教只が睛義を行う。
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授業科目名 保育者綸 講師名 木下孝一

実施年次
30 時間2 年次 後期 時間数

／時期

概要 本授業では、 保育者の倫理観に表付けされた役割や、 制度的な位笛づけ、 歴史的背呆などにつ

いて学び、 子どもの保育と保護者支扱を行う保育者の専門性について理解を深めることを且的とする。

また、 「成長し続ける保育者」をキー ワ ー ドとし、 各自が理想とする保育者像に近づくために、 何が必

要か、 を問い続ける姿勢を大切にしていきたい。

目標

1. 保脊者の役割と倫理について理解できる
2. 保育者の制度的な位筐づけを理解できる
3. 保育者の専門性について理解できる
4. 保育者の連携・協働について理解できる
5. 保育者の資質向上とキャリア形成について理解できる

内容

1. 保育者とは① 保育者の一 日

2. 保育者とは② 保育者の制度的悦個づけ

3. 保脊職とは① 保育者としての資質

4. 保台職とは② 保育者としての倫理

5. 現代の保育にまつわる問題① 了·どもを取り巻く蹂境の変化と現状

6. 現代の保育にまつわる問題② 配曲を淡する＋どもへの理解と対応

7. 保育者の役割① 保育者の職務内容

8. 保育者の役割② 初任者・中堅者・竹理職の役割

9. 保育者の専門性① 保育者に求められる資質・能力とは

10. 保育者の専門性② 保育の実践の向上

11. 保育者の専門性③ 保育の安全管理と危機管理

12. 保育者の連携・協働① 保護者・家庭とのかかわり

13. 保育者の連携・協鋤② 関連機閑や地城との連携

14. 保育者の資質向上とキャリア形成

15. まとめ

教科書 『保育者論 一子どものかたわらに』小川圭子 編（みらい）

授業の形態 講義

／方法 ／教科害を使用し、 レジュメや姿料を配布する。

評価方法 築記試険 50%、 授業参加度（提出物、 授業態度など） 50％で総合的に評価する。

その他の事項 幼稚固教諭として 4 年以ヒの実務経験のある教員が諧義を行う。
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口
飯盛 順子子どもの保健 

1年次 　期

　  　　

時間数 30 時間

戸子どもの発育•発達を円滑に促す保健活動を学ぴ、 子どもが健やかに発育•発達できる支援の方法

を修得する。 更には疾病が子どもに与える影響を理解した上で、 その影署が最小となる為の援助・

施策が理解できる。

目標

1．子どもの心身の健康に関わる保健活動の意毅を理解し、 ＋どもの健康の視状と施策が狸解できる

2.子どもの発育•発達に関する知識を修得し、健康状態や健康問題の判断ができ、健やかに育っための

支援の方法が理解できる

3. 了どもの疾病とその予防法及び多職種問の連携・協働の下での適切な対応方法が理解できる

内容

1．子どもの健康と保健活動の意義1

2 ．子どもの健康と保健活動の揺義 2

3．子どもの健康と保健活動の意義 3

4 ． 子どもの健康に関する現状と課題 1

5．子どもの健康に関する現状と課題 2

6 ． 子どもの健康に関する現状と課題3

7．子どもの発育発達と保健 1

8 ． 子どもの発育発達と保健 2

9．子どもの健康状態の把握と対応 1

10．子どもの健康状態の把握と対応 2

子どもの疾病と対応1

11. -I-どもの疾病と対応2

12．子どもの疾病と対応3

13 ． 子どもの疾病と対応 4

14．復習とまとめ

15．復習とまとめ

教科書

子どもの健康

子どもの健康、 生命の誕生 (DVD 視聴）

子どもに係る保健活動の目的と内容

子どもの健康指標

母子保健対策にみる現状と課題

子どもを取り巻く環境

子どもの身体の発育と保健

子どもの心身の発達と保健

子どもの健康状態の把握と評価

健康診断（健康診査）

子どもが病気にかかりやすい発達上の特徴

＋どもに多くみられる感染症の特徴と対応

アレルギー疾止＼の理解と対応

乳幼児期の基本的生活習慣形成の意義と健康問題

「閑解 子どもの保健［ 第2版」服部右子・大森正炎 編（株式会社みらい）

授業の形態 靡義

／方法

評価方法

／教科帯を中心に使用、 必要により厚労省発出の各種ガイドラインを使用

平常点 10 点（私語を慎み、 教科害を忘れないぐ¢、 積極的な授業態度）

定期試験 70 点

その他 20 点（小テスト・ レポー ト等必要に応じて実施）

その他の事項 府護師として5年以上の実務経験のある教員が諧義を行う
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実施年次

／時期

概要

社会的養護 n 

2年次　　期

原 悦子

口
時間数 30 時間

本科目では、 社会的差護方法（実践）など基本的な内容について理解し、 さらにそれらを演習によっ

て深める。また、社会的婆護におけるソ ー シャルワ ー クや社会資源の活用を学ぴ、保育士に必要な知識、

技術、 実践について理解を深める。

目標

］． 子ども理解に基づく社会的蓑護について理解することができる

2. 社会的婆護における計画・記録・自己評価について理解することができる

3. 社会的蓑護の実際について理解することができる

4. 屯待の防止と家庭支援について理解することができる

5． 保育士の専門性にかかわる知識・技術とその実践について理解することができる

内容

1. 子どもの権利擁護

2. 社会的巷護における＋どもの理解

3. 社会的蓑護の内容①日常生活支援

4. 社会的差設の内容②心理的文援

5. 社会的養護の内容③自立支援

6. 施設蓑護の生活特性および実際①乳児院等

7. 施設蓑護の生活特性および実際② l澁害児施設等

8. 家庭差護の生活特性および実際

9. アセスメントと個別支援計画の作成

10. 記録および自己評価

11. 社会的婆護における保育の専門性にかかわる知識・技術とその実践

12. 社会的蓑護にかかわる相談扱助の知識・技術とその実践

13. 社会的婆護におけるソ ーシャルワ ー ク

14. 社会的蓑護における家庭支扱

15. まとめ

教科書

『新茄木保育シリ ーズ18社会的蓑護Il』（中央法規）

授業の形態 油習

／方法 ／教科菩を中心とし、 必要に応じて姿料などを使用する。

狐習はグルー プワ ー クなどを行います。

評価方法

箪記試験50%、 授業時に行うレポート・課題への対応•発表業況などSO%

その他の車項 社会福祉士として5年以上の実務経験のある教員が諸義を行う。
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